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Discovery of Crocodile Fossil from the Osaka Group 
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In the circumference of the Osaka region, there are widely distributed Plio- 
Pleistocene deposits, the Osaka group. In September of 1964, nearly complete, 
but without some limbs and tail bones, skeletons of a fossil crocodile were 
éxcavated from the upper part of the Osaka group, at the ground of the Osaka 
University, Machikaneyama, Shibahara, Toyonaka City, Osaka Pref.. The hori- 
zon was the fresh water sandy clay bed which lay between the 8th marine clay 
above and the 7th marine clay below, of that group. Thus, the geological age 
of this horizon is estimated to be the Early Pleistocene. It was the first dis- 
covery of the crocodile fossil in Japan, and then, this long snout crocodile was 


named as Tomistoma machikanense Kamei et Matsumoto (n. sp.). 


I ま え が き 

1964 年 9 月 に , 大 阪 府 豊中 市 柴原 待 兼山 の 大 阪 大 学 理学 部 構内 (第 1 図 a 地点 ) か 
ら , ほとん ど 他 骨格 に 近い 一 体 の ワニ 化石 が 発掘 され た . 産出 層 は , 大 阪 層 群 上 部 で あ 
り , 洪 積 世 前 期 に 属す る と 思わ れる . 日 本 列島 に お ける た し か な ワニ 化石 の 発見 は 最初 
で あり , 古 地 理 ・ 古 気候 ・ 古 生態 の 面 か ら 見 て も 重要 で ある の で , と と に , その 発掘 経 . 
過 。 産出 層 , 古生物 学 的 所 見 を 報告 する 【 か っ て , 北九州 若松 市 の 第 三 紀 層 より ワニ 
(? ) 化石 の 産出 が 報じ られ た と と が ある が (趣味 の 地学 。 5 , p. 22. 1951.), これ は 
イル カ 属 する と 思わ れる .〕- 
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IT 発掘 の 経過 
この 発掘 の きっ か 
ば と る の の; 
1964 年 5 月 3 日 に , 
この 地点 に お いて , 
た また ま 大 阪 悦 群 の 
植物 化石 ・ 貝 化石 を 
採集 に き て いた , 大 
原 健二 , 人 見 功 の 両 
青年 が , 脊椎 動物 の 
化石 骨 片 ( 助 骨 破片 ) 
を 発見 し た こと で あ 
る . それ は , 当時 
理学 部 新 校舎 建設 の 
た め の 基 礎 工 事 が お 
と な われ て お り , 道 
路側 溝 を つく る た め 
こ 土 が 掘り 上 げ ら れ 
て いた . 化石 骨 片 は 
その 土 の 中 か ら 発 見 
され た 。 の こと は ; 
た だ ち に た 大阪 市 立 自 
然 博 物 館 へ 連絡 され , 
そこ か ら 阪 大 , 大 阪 
市 大 へ 連絡 が と られ 


表 


融 a: 化石 5 月 10 日 に , 博物 

館 の 千 地 , 阪 大 の 小 

晶 ・ 中 世古 , 大 阪 市 大 の 池辺 らち に よっ て 現地 調査 が なおこ なわ れ た . その 結果 , 問題 の 骨 

片 は , 大 阪 層 群 上 部 の 地層 中 の も の で ある こと が 確認 まき まれ, また , あら た に 大 腰骨 破片 

ほか 胃 片 若干 が 採集 くさ れ た . し か し な が ら , この 時 に は ワニ = 化石 で ある とこ と は あき ら か 
に し えな か っ た . 

つい で , 6 月 9 日 か ら 12 日 の 4 日 間 に わ た り , 第 1 回 の 発掘 が お と な われ た . この 発 
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掘 に は , 阪 大 の 小 畠 ・ 中 世古 , 博物 館 の 千 地 , 大 阪 市 大 の 池辺 の ほか , 京 大 か ら 亀 井 , 
石田 ほか 大 学院 学生 , さら に 阪 大 教養 部 学生 が 参加 し た . 発掘 は , 側溝 の 東 に そっ て 幅 

2m, 長 さ 5m, 深 さ 1.5m の トレ ンチ を 掘り 下げ る と と に よっ て お こ な わ れ た . と の 
発掘 に よっ て , 化石 骨 の 産出 層 準 は , 大 阪 層 群 上 部 の 第 8 海 成 粘土 翌 (Ma 8) の 下位 , 
淡水 成 秒 質 粘土 悦 に あ た り , いわ ゆる ? カ スリ 火山 灰 ” の 層 準 で ある と と が , 平行 し て 
お と な われ た 地質 調査 の 結果 か ら あ きら か に され た . また , この 際 に , 助 骨 , 腰 帯 の 一 
部 , 傘 椎 骨 な ど が 発掘 され た が , この トレ ンチ の 東 に 接し て は , 高 さ 約 5m の 崖 が あぁ 
り , トレ ンチ を 拡大 する こと が 不可 能 で あっ た た め , と の 崖 が 工事 に よっ て 削ら れる 8 
月 以降 に 次 の 発掘 を 0 する こと に し た . 

第 2 回 発掘 は , 前 記 の 崖 が 削ら れ 平 坦 化 さ れ て 後 , 9 月 17・18 日 の 両日 に お こ な わ れ 
た . トレ ンチ は , 第 1 回 の も の の 南 に 接し , 3mx4m の 面積 。 深 さ 約 1m に 切ら れ 
た . と れ は . 第 1 日 目 の 9 月 17 日 と 化石 骨 の 密集 部 に な ぶつ かり, さら 頭骨 を 発見 し て , 
それ ら を 掘り お と こす と と に な っ た の で , 実際 の 発掘 容積 は 小 と な っ た の で ある . と の 発 
掘 に は , 第 1 回 の メン バー の ほか と, 大阪 市 大 より 市 原 実 ち , 大 阪 市 立 博物 館 職員 ら ゃ 
参加 し た . と の 発掘 に よっ て , 骨 骨 の 大 部 分 を えた が , 下 顕 先端 , 尾 椎 , 四肢 骨 の 一 部 
が 未 発見 で ある た め 次 回 の 発掘 が 計画 され た . 

発掘 され た 化石 骨 は , 中 世古 , 亀井 , 松本 , 吉本 に よっ て , 9 月 ~11 月 に 整形 ・ 補 強 
の 作業 が 進め られ た . 

第 8 回 の 発掘 は , 12 月 4 日 か ら 7 日 に か け て , 第 1 回 お よび 第 2 回 の トレ ンチ 周辺 を 
拡大 し , 10mx15m の 面積 を 深き 1.5m まで 掘り 下げ た . と の 発掘 に は , 第 1 回 , 
第 2 回 の メン バー の ほか に , 中 沢 圭 二 , 梶山 彦太郎 , 野口 寧 世 , 田井 昭子 , 松本 英二 , 
深田 祝 ら と 京 大 地 鉱 教室 3 回 生 , 京都 学芸 大 地学 研究 室 学 生 , 神戸 大 教育 学部 学生 , 大 
阪 市 大 大 学院 学生 , 京都 理科 サー クル な ど が 参加 し た . この 際 に は , ソニ = 化石 その も の 
と ついては, 骨 片 , 歯 姓 な ど 10 数 点 を えた に すぎ な か っ た が , 貝 化石 , 昆虫 , 植物 遺体 , 
木材 , 花粉 お よび 鞍 藻 に つい て 産出 状況 の 調査 と 採集 が お と な われ た . 

第 4 回 の 発掘 は , 1965 年 1 月 28 日 に , 大 阪 大 学 , 京都 大 学 の 両 メ ン バ ー に よっ て な さ 
れ た . 第 1 回 の トレ ンチ の 西 , つま り 側 溝 に そう 道路 の 舗装 を 除去 し , 幅 約 1m, 長き 
Sm, 深 さ 1m の トレ ンチ を 切っ た . この 際 に は 肖 片 2 片 を えた の み で あっ た . と の ト 
レン チ の 西 で は , 化石 包含 層 は 地層 の 傾斜 に より 道路 面 よ り 上 に な り , すでに 削ら ち れ て 
お り , 東 ・ 南 ・ 北 側 は 建設 工事 に より 掘り 下げ られ て いた が , 化石 骨 は 発見 され な か っ 
た . し た が っ て , ソニ 化石 骨 は , 第 2 回 トレ ンチ の 位置 に 集中 し て お り , 未 発見 の 尾 椎 
な ど は 近く に は 埋もれ て いな いと と を 確認 し た わけ で , 発掘 作業 は 一 応 と れ で 打ち 切る 
CE ( 

ワ = 化石 の 化石 骨 は , 樹脂 (ポリ エス テル ) の 注入 に よる 補強 , 復元 の 作業 が 京都 科 
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学 標本 社 の 手 に よっ て お と な わ 


れ た が , これ に 関す る 地質 学 , 

砂 ・ 粘 土 薄 互層 古生物 学 , 組織 学 , 歯学 , 生化 
学 の 各 分 野 か ら の 縮 合 的 な 研究 

海 成 粘土 (Ma 8 ) と 保存 は , 大 阪 大 学 に 研究 ・ 保 

i 存 委員 会 か も うけ られ , それ を 

カス リ 炎 山 灰 中 心 に 進め られ て いる 

砂 


] 了 T 産出 層 に つい て 
海 成 粘土 (Ma 7 ) ワニ 化石 の 発掘 地点 は , 大 阪 


I 府 豊中 市 柴原 の 大 阪 大 学 理学 部 

構内 で あっ て , 待 兼山 丘陵 の 海 

9 析 77.3m の 地点 で ある . この 

20 待 兼 山 丘陵 を 構成 し て いる の は 
0 大 阪 層 群 で あっ て , この 丘陵 地 

PR は 北東 へ は , 市 原 (1960) の 大 

阪 層 群 模式 地 に あたる 千里 山 丘 

10 陸 に つづ いて いる . 地質 調査 を 
お こ な っ た 石田 ・ 横 山 卓 雄 に よ 

る と , 待 兼山 丘陵 に お いて は , 

大 質 往 土 大 阪 層 和 群 上 部 の 第 5 海 成 粘土 層 
海 茂 粘土 (Ma 5 ) (Ma 5 ) か ら 第 8 海 成 粘 土 層 
八 町 池 火 山原 (Ma 8 ) に か け て の 地層 が 見 


られ る . その 合 柱状 図 は 第 2 
第 2 図 待 兼山 付近 の 大 阪 層 群 結合 柱状 図 図 に 示さ れる と お り で ある . 

ソニ = 化石 が 産出 し た の は , その 上 部 に あたる 第 海 成 粘土 層 と 第 7 海 成 粘 土 層 の 聞 の 
青 灰色 の 砂 質 粘 土 層 の 上 部 の 炭 質 粘土 か らち で あ っ て , その 下 底 に は さま れ て いる , 角 関 
石 に 富ん だ 特徴 的 な 火山 灰 , ? カ スリ 火山 灰 ? の 層 準 で ある . 

発掘 地点 に お ける 層 位 は 上 か ら 下 へ 次 の 如く で ある . 

第 8 海 成 粘土 層 は , 暗 青 灰色 の 粘土 層 で , 基底 近く に Corbicula (シジミ ガイ ) の 密 
集 す る 貝 化石 層 が 認め られ る . と の 層 の 基底 に は 褐 鉄鉱 の 集中 する 部 分 が あり , 下位 の 
炭 質 粘土 層 と は 明瞭 な 地層 面 に よっ て 境 さ れ て いる . 

ワー 化石 包含 層 の 淡水 成 砂 質 粘土 層 は , 上 部 の 炭 質 粘土 中 部 の カス リ 火山 灰 , 下部 
の 青 灰色 砂 質 粘土 , 最 下部 の 砂 質 粘 土 な いし 砂 の 部 分 に 区 分 され る . 
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最上 部 の 庶 質 粘土 は , 黒褐色 な いし 吐 灰 色 で , 新鮮 な 面 が 空気 に 接する と 急速 に 変色 
し て 暗色 化す る . 炭化 物 の 葉 理 が 発達 し , 植物 化石 を 多 産 する . それ ら の 保存 状態 は 比 
較 的 に 良く , 粉 川 昭平 に よる と , Trapa (Eutrapa) macropodg Miki (シリ ブ ト ビシ ) 
の 実 が も っ と も ゃ も 多く, Trapa (Stipitrapa) tetragona Miki (エビ ン ), Nelumbo nucifera 
Miki (ハス ) の 実 が これ に つい で いる . ま た , Paliurus nipponicus Miki (シキ シマ 
ハマ ナツ メ ) の 枝 , Sapium (ナン キン ハゼ ) の 実 , Sczz の Ss (カン ガレ イ ) が 稀 に 見 ら 
れる . ワニ の 化石 骨 は , この 庶 質 粘 土 の 下 度 付近 か ら , その 下位 の 砂 質 首 土 の 上 部 に か 
け て , ヒシ の 実 の 密集 する 部 分 か ら 産 出し た . ] 

この 粘 士 層 の 直下 に は , 角 関 石 に よっ て 特徴 づけ られ る ? ヵ スリ 火山 灰 ? が レン ズ 状 
に 見 られ る . この 火山 灰 層 は , 発掘 地点 周辺 に お いて は 連続 し た 落 層 と し て 認め られ る 
が , 発掘 地点 に お いて は レン ズ 状 に きれ ぎれ と な っ て いて , この 火山 灰 降灰 期 た 水流 に 
よる 援 乱 が あっ た も の と 思わ れる . ' 

その 下位 の 砂 質 粘 土 の 部 分 は , 青 灰色 で 風化 する と 白色 と な る . これ に は , 木片 お よ . 
び ノ ヂュー ル 化 し た 淡水 貝 が 多 産 する . この ノ ヂ ュー ル 状 の 貝 化石 は , 上 の 過 質 粘 士 中 
に ゃ 散在 し て いる . 梶山 彦太郎 に よる と , こ と これら の 貝 化石 は , Cristarig plicata spatiosa 
(Clessin ) (メン カラ スガ イ ), Lanceolaria oxyrhyncha (v. IMartens) (ササ ノ ハ ガイ ), 
Lymnium (Lymnium) biwae (Kobelt) (タテ ボ シ ), と . (万) brangti (Kobelt) (オバ 
エボ シン ), た (と ) reinianum (Kobelt) (オト ュ タ テ ボ シ ), た.( と .) Zzzgsez (Haas) ( セ 
タイ シ ガ イ ), Anodonta lauta Y. Martens (ヌメ マガ イ ), Corbicula sandai Reinhardt 
(セタ シジミ ), Viviparus longispira (Smith) (ナガ タニ シ ) な ど で あ り , いずれ も ゃ 琵 
琶 湖水 系 に いる も の で , 入江 の 浅い 水域 の も の で ある . 一 般 に 殻 は 深 け 去っ て カス ト と 
な っ て いる も の が 多い が , ノ ヂ デュール の も の で は 両 帝 の そろ っ た も の が 多く , 現地 性 に 
近い 状態 と 思わ れる . ] 

最 下 部 は 砂 の 多い 砂 質 粘土 で 青 灰色 で ある . 

その 下位 に は , 暗 青 灰色 の 海 成 粘土 層 が ある . この 海 成 粘土 層 の 基底 下 に は , 白色 , 
ガラ ス の 多い 火山 灰 (高槻 火山 灰 ?/,。 また は と き に より 淡紅 色 を 呈す る の で ? サ クラ 火 
山 灰 と も よ ば れる ) を と も な い , この 海 成 粘 土 層 は 第 7 海 成 粘土 層 に あたる . 


思 古生物 学 的 所 見 

発掘 され た ワニ 化石 骨 は , 頭 蓄 骨 (下顎 骨 の 先端 を 欠く う , 春 椎 骨 1~29, 助 骨 , 左 
右 肩 甲骨 , 左右 上 腕骨 , 右 尺骨 , 右 携 骨 , 手 根 骨 , 中 手 骨 , 指 骨 , 腰 帯 , 右 大 腺 骨 片 お 
よび 足 根 骨 , 中 足 骨 , 中 骨 , 骨 鱗 , 脱落 し た 歯牙 で あり , 四肢 骨 の 若干 と 尾 椎 は 欠け て 
いる . 

産出 状態 に つい て 第 3 図 に 示さ れる よう た, 化石 骨 は 第 2 回 発掘 の トレ ンチ 付近 た 
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等 過 


道路 


第 3 図 ワニ 化石 の 産 状 (平面 図 ) 

集中 し て 産出 し た . 頭骨 先端 は 南 に 向き , 一 般 的 に 体 部 後方 の 骨 は 北方 に ある の で , 体 
の 方 向 は 南北 性 に 埋没 し て いた . と の 方 向 は , と も 埋没 し て いた 木材 の 方 向 と も 一 致 
し て いる ' 頭 盗 朋 の 上 部 は 下 額 骨 と ズレ て , 体 の 右側 へ 向き , 木材 の 上 に の り , 頭蓋 骨 
の 上 部 と 下顎 骨 の 間 に は ヒシ の 実 や 肢 骨 , 硝 椎 所 な ど が は さま れ て いた . し た が っ て , 
と の ワニ 化石 は , 死後 に 埋没 され る まで に か な り の 水流 の 影響 を 受け て いる が , 水流 の 
方 向 は 必ず し ゃ 一 定 方 向 で は な か っ た . な お , 化石 骨 に まじ っ て チャ ヤー ト 。, 流 紋 岩 な ど 
の よく 円 磨 さ れ た 径 2cm 前 後 の 石 が 発見 され て いる が , と れ ら は 化石 包含 層 の 砂 質 粘 
士 層 の 構成 物質 と は 異質 的 な も る の で ある と こと ろか ら , 胃 石 と 考え られ る . また , 骨 鹿 る 
多数 ある と と か ら , この ワニ は 死後 , 軟組織 が 完全 に 腐敗 し きる 前 に 埋没 し た と 推定 さ 
れ , 死後 に 埋没 する まで は それ ほど 時 間 が か か っ て いな いと 思わ れる . 

化石 骨 の 保存 は 上 比較 的 に 良好 で ある が , 発掘 後 の 風化 に より 著しく も ろく な っ た . 発 
掘 直 後に は 茶褐色 を 呈し て いた が , 次 第 に 変色 し て 淡 褐 色 を 呈 す る よう に な っ た . また , 
地層 中 に は , 北西 一 南東 方 向 に 数 本 の 断層 が あり , その 影響 に より か な り 破 損し て いる 
骨 も 多い . 

種 の 同定 に つい て ワニ 化石 の 古生物 学 的 研究 は , 人 亀 井 お よび 松本 に よっ て お こと な わ 
れ て いて , 詳細 な 記載 は 別 報 さ れる 予定 で ある が , 現在 , 次 の よう に 同定 され て いる . 


Tomistoma machikanense Kamei et Matsumoto. n. sp. (第 4 図 ) 


頭蓋 骨 を 見 る と , その 盆 移 部 が 異常 に 長く , 狭い の が 特長 で ある . 現 生 の も の で は , 
Tomistoma ScZ/ege/77 S. Muller お よび Crocodile cataphractus Cuvier (て 見 られ る 
形状 で ある . し か し な が ら , 骨 表 面 は 滑ら か で あり , 起伏 ある い は 花 飲 模 様 は 発達 せ ず , 


昭和 40 年 9 月 第 四 紀 研究 


鼻骨 は 鼻 開 口 部 か ら 遠 く へ だ て られ 
て 後方 に ひら ろ がり, クサ ビ 状 で ある 
こと , 鼻 開 口 部 の 後方 の 前 額 骨 縫合 
は 正中 縫合 と 一 致し て いる こと , 日 
装 側 の 前 問 一 上 顎 終 合 は W 字 型 で あ 
り , 上顎 歯 は 片側 5 十 16 本 ある こと 
な ど は 前 者 に 一 致す る 特長 で ある . 
下顎 骨 で は 先端 が 欠け て いる た め 不 
明 で ある が , 頭蓋 骨 の 長き さか ら 推 定 
し て 片側 20 上 と 思わ れ , これ に よる 
と 下 宮 縫 合 は , 下顎 歯 14<15 番 の 位 
置 に 達する の で , と の 点 も 前 者 と 一 
致す る (Kalin, 1933, 1955). 

し か し な ながら, T. schlegeli の 頭 
蓋 骨 長 は 70~80cm で ある が , こ 
の も の は 105 cm あり , 大 きく , 鼻 
暫 部 も それ に 見 られ る よう な 細長 さ 
で は な く , しろ, Crocodite cata- 
phractus に 近い . また , 有 眼 穴 の 形 
状 は 7. scz/epe77 の それ を 編 押 形 に 
近い と すれ ば , この も の は 円 形 に 近 
く ,。 中 国 南西 部 広東 茂 名 の 始 新 統 上 
部 の 7. petrolica Yeh( Yeh, 1958) 
に 近い . し か し な ながら, T. petroli- 
ca は 著しく 小型 で あり , 完全 な 標 
本 で は な い . また . その 他 の 化石 
Tomistoma( ほとん ど 第 三 紀 の る の ) 
と くら べ , たとえば, 了 . eggenbur- 
gensis (Toula et Kail) (Toula et 
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の od ua 『 に 


第 4 図 マチ カネ ワニ の 頭蓋 上 面 の スケ ッ チ 
co, 後頭 題 」 后 , 前 頭骨 ; jp, 類 骨 ; la, 
涙 骨 ; mx, 上 顎骨 ; na, 鼻骨 : ne, 外 鼻 孔 
pa, 頭頂 骨 : pfr, 先 前 頭骨 : pmx, 前 吾 
骨 : pofr。 後 前 頭骨 q, 方 形 骨 ; qj, 方 
類 骨 : sq, 鱗 骨 . 


Kail, 1885)〉 と くら べ て も , 有 眼 穴 , 側 頭上 高 , 忌 骨 高 の 形 状 は 著しく 相 異 し て いる . 
以上 の 点 か ら , こと この も の は 新種 と し て 同定 し , . machikanense と 命名 し た . 和 名 は 


マナ チカ ネリ ワニ と する 。 


頭蓋 骨 に 関す る 主 な 計測 値 を 示す と 次 の 如く で ある (単位 mm). 
1. 頭蓋 骨 の 長き (前 殖 骨 縫合 先端 と 後頭 題 後 端 と の 距離 ) 6 86 1050) 
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2. 頭蓋 骨 の 幅 


a 最大 幅 (左右 Ouadratojugal 外側 部 間 の 最大 幅 ) A a RR SS 491 

b 上 吾 左 右 21 番 の 歯 の 外側 部 間 err 319 

c 上 額 左 右 12 番 の 歯 の 人 ト 側 部 問 … (iT 168 

d 上 顎 左右 5 こ 6 番 の 歯 の 歯 際 問 で で TTP 86 

3. 有 眼 癌 の 前 後 径 | を NR EE ESE 99 

用 110 

4. 側 頭上 富 の 前 後 径 | RE RR 130 

用 130 

5. ク 左右 径 | NN i ES EE 79 

NEN EE EE ti 79 

6. 左右 頭頂 骨 最 外側 間 の 距離 eee 223 

7. 前 頭骨 の 長き ee 127 

8 上 長き ie 517 十 

9. 外人 鼻孔 の 長き ee 72 

Me EEG ER i str i 55 

10. 口蓋 骨 の 縫 口 に そう 長 さ ーー 266 
11、 上 顎骨 の 縫合 に そう 長き etter 419 
12. 前 吾 骨 の 縫 口 に そう 長計 一 eemererrereteereetetrerererereeereeeeeeerereer 135 
13. 翼 骨 高 の 最大 の 長 さ 1 eC NN ROSS 205 
用 199 

14. 左右 翼 骨 後 縁 端 の 間 の 距離 … 必 ピ 322 十 


第 1 硝 椎 骨 の 先端 か ら 第 29 奪 槍 骨 後 端 まで の 長 さ は 2,850 土 で あり , これ に 頭 藩 肖 長 
の 1,050、 さらに 尾 椎 全 長 の 推定 約 4,.000 を 加え る と , 復元 され た 推定 全長 は 約 8m に 
0 

また , 右 助 骨 , 右 尺骨 お よび 同 擁 骨 は 骨折 し て お り , それ が 再 閥 落し て いる な どの 古 
病理 学 的 な 所 見 も ある . 

古 生 態 に つい て ソニ 化石 と 共産 する 植物 化石 は 前 述 し た と お り で ある が な が, それ ら の 
構成 は 必ず し ゃ 熱帯 , 暖 帯 の 気候 条 件 を 示し て いな い . 田井 昭子 ・ 大 西部 夫 の 花粉 分 析 
結果 も 同様 で あり , 大 阪 層 群 の 海 成 粘 土 層 一 般 に み ら れ る よう な Zagus 著 (田井 
1964) の 構成 で あり , 温暖 湿潤 型 と いえ る . 

野口 寧 世に よる と , ワニ = 化石 包含 層 に は 海 生 ・ 淡 水生 の 両方 の 球 藻 が 含ま れ , 海 生 の 
ゃ も の は 現在 の 日 本 近海 の も の と 一 致す る が , 淡水 生 の も の は exotic で あり , 現在 の ボ 
ルネ オ , ニュ ー ギ ニア の 山地 沢 水 由 に いる も の と 一 致す る と いう . と の 点 か ら , 野口 は , 
この ワニ が 陸地 内 部 で 生活 し て いて , 死ん で か ら 川 水 で は と ばれ, 海岸 近く の 河口 の 沼 
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沢地 で 埋没 し た も の で は な いか と 考え て いる . また , この 化石 包含 層 中 に は , 現在 , 大 
阪 港 に いる よう な ござ ミ ム シ な どの 昆虫 化 石 も 信 ま れ , 淡水 内 は 琵琶 湖水 系 の も の で ある . 
この ワー 化石 の 層 準 か ら は , まだ , 他 の 脊椎 動物 化石 は 発見 され て いな い . し か し , 
発掘 地点 の 近く , 大 阪 府 豊中 市 蛍 が 池 (第 1 図 b 地 点 ) か ら は , か っ て 象 の 外 が 発掘 さ 
れ て いる (池辺 , 1959). その 層 準 は , 石田 に よる と , 第 8 海 成 粘土 層 の 下位 の 淡水 粘 
土 層 中 と いわ れる の で , ほぼ , この ワニ 化石 と 同一 層 準 と な る . この 象牙 化石 は , 標本 
の 所 在 不明 で ある が な が, 上 治 (1933) の 記載 ょ り 判 断 す る と Palaeoloxodon naumanni 

Mak. (ナウ マン 象 ) と は 異な る よう で ある . 

地質 時 代 に つい て この ワニ 化石 の 悦 準 は 洪 積 世 前 期 と 芳 え られ る . 

Tomistoma の 地質 時 代 の 分 布 は , 始 新 世 (エジプト , 中 国 西 南部 ), 滞 新 世 ( エ ジ プ 
ト ), 中 新 世 (エジプト , ハン ガリ ー, オー スト リア , マル タ , サル ジニ ア , リス ボン 
北ア フリ カ ), 鮮新 世 (エチ オ ピ ア ), 洪 積 世 (北ア フリ カ の ヴィ ラフ ラン カ 期 まで ) で , 
現 生 の も の は , ボル ネオ , スマ トラ , マレ ー 半 島 に 弧 立 分 布 を し て いる (Kahn, 1955 : 
Aranbourg, 1964). 
し た が っ て , 日 本 に お ける 洪 積 世 前 期 の Tomzstoma の 発見 は , きわ め て 貴重 で ある が , 
か っ て , 台湾 〈 旧 台南 州 新 化 郡 左 鎮 庄 ) より 転石 と し て ワニ 化石 が 発 見 され, 徳永 
(1936) に より Gaviaiidae また は Tomistomidae に 属す る と され た . 林 (1963) に よ 
る と , それ は 彼 の 頭 料 山 期 の も の と され , ヴィ ラフ ラン カ 期 な いし クロ マー 期 と され て 
いる . ーー 

大 阪 層 群 に お いて は , こと の ワニ の 層 準 は , Stegodon orientalis Owen (東洋 象 ) の 層 
準 (Ma1) より 上 位 に あたる が , 大 きく 見 て , 1Ikebe・Chiji・Tshida (1964) の Horizon 
TT, っ つまり “Elephas shigensis Matsumoto et Ozaki” (滋賀 象 ) 
tatis Owen の 層 準 に あたる 


Stegodon orien- 
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会 告 1966 年 総会 ・ 研 究 発表 会 な ら び に 巡検 の お し ら せ 
期日 : 2 月 5 日 ( 土 ), 6 日 (日 ), 7 日 (月 ) 場所 : 京都 大 学 構内 , 楽 友 会 館 
行事 予定 : 5 日 午前 9 時 30 分 より , 一 般 研究 発表 。 総会 , 懇親 会 
6 日 午前 9 時 30 分 より , シン ポジ ウム “第 四 紀 の 生物 地理 " 
7 日, 巡検: 大 阪 層 和 群 の 見 学 
費用 : 総会 ・ 研 究 発 表 会 参加 費 (会 場 費 ・ プ リン ト 代 う ) 約 300 円 : 巡検 費 (交通 費 ) 
約 500 円 (いずれ も 多少 変更 が ある か も し れ ま せん ) 
講演 申込 : 一 般 講 演 は 学会 事務 所 あて , シン ポジ ウム の 講演 希望 者 は 京都 市 左京 区 京 
都 大 学 理学 部 地質 鉱物 学 教室 亀井 節夫 あて , いずれ も 12 月 15 日 まで に 講演 題目 を お し ら 
せく だ さい . な お , 現地 で は 宿泊 の 電 旋 は いた し ませ ん . 


1. マチ カネ ワー (Tomistoma machikanense KAMEI and 
MATSUMOTO n. sp.) の 頭 蓄 上 面 


2. マチ カネ ワニ (Tomistoma machikanense KAMEI and 
MATSUMOTO n. sp.) の 頭蓋 下面 


